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1. はじめに 

仙台市の各大学では，「せんだいスマートプ

ロジェクト」の中で「交通情報マップ」を毎年

作成している[1]．「交通情報マップ」には大学

生などに向けて，各大学の状況に合わせたバス

停や時刻表の情報などが記載されている．東北

工業大学でも東北工業大学版の「交通情報マッ

プ[2]」を作成している．当初紙媒体であったが，

現在は地元企業の支援を受けた学生主体の

PBL(Project Base Learning)で「オンライン交通情

報マップ」として開発している[3]． 

「オンライン交通情報マップ」は，Web アプ

リケーションで実装され，オンライン地図上に

バス停を表示し，大学のキャンパスに向かうバ

ス停の時刻表情報なども表示する．各種情報は

仙台市交通局が公開しているGTFS-JPフォーマッ

ト[4]によるオープンデータ[5]から，独自の形式

に加工した csv ファイルとして用いている．シス

テム開発やプログラミングの経験が少ない学生

主体のため，開発の容易さを優先し主に

JavaScript を用いて作成している．PBL では毎年

新たな機能を追加実装するが，GTFS-JP から加工

した csv ファイルに新機能に必要なデータが含ま

れていない場合がある．その場合は csv ファイル

を作り直さなければならず，ファイル作成にか

かる時間やファイルサイズの増大が問題となっ

ている． 

GTFS-JP データは自由度が高いデータ形式のた

め，データ作成業者や作成ソフトによってデー

タ識別用 ID の文字の割り当てやデータ内容が異

なることもある．そのため，複数のバス事業者

のデータを扱う場合に，プログラムによる ID 判

定やデータ取得処理の統一が難しい． 

そこで GTFS-JP フォーマットのバス情報を，

Web アプリケーションで利用しやすいデータベ

ースに登録し，複数事業者など内容が異なる

GTFS-JP フォーマットの情報を一元的に扱えるシ

ステムを検討した． 

2. 東北工業大学オンライン交通情報マップ 

「東北工業大学オンライン交通情報マップ」

では，オンライン地図上のバス停の位置にバス

停ピンが表示され，バス停ピンをクリックする

と，そのバス停の時刻表が表示される．図 1 に

「オンライン交通情報マップ」の画面を示す． 

バス停ピンは，バス停の位置情報，バス停名

が記録されている csv ファイルから JavaScript を

用いて情報を取得し配置する．時刻表は時刻情

報 csvファイルから情報を取得し，JavaScriptで表

形式に変換し表示する． 

バス停ピンの配置情報と時刻表の csv ファイル

は，仙台市営バスの GTFS-JP データ[5]から作成

する．図 2 に csv ファイルを用いたオンライン交

通情報マップの概要図を示す． 

 
図 1 「オンライン交通情報マップ」の画面 

 
図 2 csvファイルを用いた交通情報マップ 
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3. データベースを用いたオンライン交通情報

マップ 

様々なGTFS-JPデータからのデータを一元的に

扱えるように，GTFS-JP データの統一データベー

ス[6]を用いたオンライン交通情報マップを構築

した．図 3 にデータベースを用いたオンライン交

通情報マップ概要図を示す．データベースのテ

ーブル名やカラム名，データ型は，GTFS-JP のデ

ータ定義に対応するものとして設計を行った．

複数の事業者のGTFS-JPデータを一つのデータベ

ースで管理するものとし，事業者間で ID が重複

しないように事業者 ID を基に，主キーを定義し

た． 

統一データベースにしたことにより，異なる

事業者にまたがる情報の取得や加工，時刻表と

運賃など複数情報の取得などが csv ファイル利用

時より容易になった．例えば，時刻情報の取得

は csv ファイルでは運行曜日によらずすべての情

報を一括で取得していたが，データベース化に

より平日，土曜，日曜祝日のそれぞれの情報を

個別に取得できるようになった． 

csv ファイルを用いた「東北工業大学オンライ

ン交通情報マップ」では，ページが読み込まれ

たとき csv のバス停ピン配置情報がクライアント

にダウンロードされる．また，その配置情報を

もとに表示されたバス停ピンがクリックされた

とき，バス停ピンに対応した csv の時刻表データ

がクライアントにダウンロードされる．時刻表

を JavaScript で表示する際に csv のデータを配列

に格納し，時刻表の列ごとに表示を行っていた． 

データベースを用いたオンライン交通情報マ

ップでは，データベースから取得したデータを

JSON に変換したものをクライアントが受け取る

ようにし，時刻表表示プログラムの可読性を高

めた． 

4. 考察 

統一データベースの利用によって，事業者な

どで異なるGTFS-JPデータを，一つのデータベー

スに登録し，機能ごとに同じ処理で扱えるよう

になった．これにより，PBLで新たな機能を実装

する場合のデータの取得や管理が行いやすくな

った． 

データベースから取得した情報を JSON に変換

することで，csv で時刻データやバス停情報を扱

う場合よりプログラムが簡単になり，システム

開発やプログラム経験が少ない学生の PBL によ

る開発に適している． 

csv ファイルからの情報取得や Web ページの生

成は主に Web ブラウザ側で行っていたが，デー

タベースを用いることにより情報取得をサーバ

側での処理に移行することができ，スマートフ

ォンなど処理能力が高くない端末でも扱い易く

なった． 

5. まとめ 

本研究では，「東北工業大学オンライン交通

情報マップ」において，統一データベースを用

いてGTFS-JPデータを一元的に扱う方法について

検討した． 

統一データベースを用いることによって，PBL

で新たな機能を実装する際のデータの取得や管

理がしやすくなった．また，複数事業者など内

容が異なる GTFS-JP フォーマットの情報を一元

的に扱うことができるようになった． 

データベースから取得した結果を JSON でクラ

イアントに渡すことで，PBL での開発時に csv と

比較して情報が扱いやすくなった． 

今後は，地下鉄の駅位置情報や時刻表情報の

データベースも検討する． 
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図 3 データベースを用いたオンライン交通情

報マップ概要図 
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